
釧路森林資源活⽤円卓会議 プレスリリース 平成 30 年 2 ⽉ 14 ⽇ 

釧路市中央図書館に地域材のテーブル・椅⼦など導⼊ 
〜釧路建具家具⽣産協同組合ほか、⼒作が揃いました

【概 要】 
平成 30 年 2 ⽉ 3 ⽇(⼟)、釧路市北⼤通 10 丁⽬の新釧路道銀ビルに「釧路市中央図書館」が OPEN しました。 

新図書館の OPEN にあたり、市⽣涯学習課と図書館からの依頼を受け、釧路森林資源活⽤円卓会議では構成員である釧路建具家具
⽣産協同組合(⼤津理事⻑)、丸善⽊材(株)、釧路⼯業技術センターとの協働で「地域材を使った図書館⽤什器

じ ゅ う き
」を企画・製作しました。 

■什器種類 主に４F 児童書コーナーに設置する什器、案内板 等

■使⽤樹種 カラマツをはじめ、ナラ、タモ、セン、カツラ、イチイ、エンジュ、シナ、カバ

■デ ザ イ ン 丸善⽊材(株)副社⻑ 鈴⽊⼀浩⽒ [アイアン併⽤チェア以外]

■    (株)マタギ 佐々⽊ 賢⽒ ・ 道総研_⼯業試験場 ⽇⾼ ⻘志⽒ 

■製 作 釧路建具家具⽣産協同組合、丸善⽊材(株)、wing-ウイング-

【実施内容】 

「せっかく新しく図書館ができるなら、地元の⽊材を使ったイスやテーブルを導⼊し、市⺠をはじめ来館される皆様に 
⾒て・触れていただきたい。」 …そんな関係者の情熱がカタチとなり、先⽇ついに利⽤開始されました。 

ここでは、採⽤された什器の中から、いくつかご紹介します。 

①各階ロビーでは、カラマツ集成材を削り出して作られた「ウェーブベンチ」が配置され、来館者をお出迎えしてくれます。
座⾯は集成材を削ってウェーブを演出しており、脚部は集成材の⽊⼝

こ ぐ ち
が⾒えるように作られています。 

 
 
 

 

釧路森林資源活⽤円卓会議 
くしろ⽊づなプロジェクト

＜釧路森林資源活⽤円卓会議＞ 
釧路市は、平成 17 年に 3 市町合併により、森林⾯積が約 10 万 ha（全道の市で 1 位）に。 

まさに釧路市は「森林都市」。 
 「釧路市有林をはじめとした釧路市内の森林資源の活⽤策を検討」するため、釧路の⽊を取り巻く様々
な関係者が参画する「釧路森林資源活⽤円卓会議」を平成 22 年 11 ⽉に設置しました。 

これまで、地域材利⽤拡⼤にあたり、その課題解決のため「くしろ⽊づなプロジェクト」を実施しています。 

釧路市産業振興部産業推進室

（担当）勢籏
せ ば た

TEL：0154-31-4550
FAX：0154-22-8972

釧路市役所森林・地域材利活⽤サイト くしろ⽊づなプロジェクト FB

記載台 

ウェーブベンチ 

ビーンズテーブル 

提案デザイン画 

書架横に各⾊１脚づつ
置かれています

アイアン併⽤チェア

※チェアの背板には、 
アメリカの⼩説家 スティーブン・キングさんの⾔葉 
“Books  are  a  uniquely  portable  magic. “ 
「本は持ち歩くのに最適な魔法だ」を彫刻。 

おはなしテーブル
③おはなしコーナーにおかれた「おはなしテーブル」は、⾮常に多くの地域材をあしらった引き
出し付きで、とても可愛らしい仕上がりになっています。 
ただし！この引き出し、実際に開けられるのは１つだけです。中に何が⼊っているかは、開
けてみてのお楽しみ。 

②「ビーンズテーブル」は、窪みの部分に読む⼈が座り、周りを取り囲むよう
に⼦どもが座って、読み聞かせすることが出来るように設計されています。 
イベントなどの際には活躍してくれること間違いナシです。 

ぜひ、これら什器の数々に触れていただき、願わくば 「くしろの⽊で作られた
イス・テーブルなんだ」等、思いを馳せていただくきっかけになればと思います。 

④児童書架横に置かれたチェアは、⽊づなプロジェクトでアイアン素材とのコラボを試⾏した
もので、座⾯と背板はカラマツ集成材、⾻格は市内アイアン家具事業者の wing 五⼗嵐
⽒とコラボして配⾊や強度計算等、試⾏錯誤の末、完成しました。 

▲ここから以下のベンチたちが採⽤されました！ 

チェア検討過程 
(試作品の数々) 

平成29年度事業報告【資料１】 



【釧路市中央図書館】

○地域材を使った什器の納入実績

設置階 No. 什器名 基数

4階 1 おはなしテーブル 1

2 靴箱 2

3 アイアンチェア 6

4 ビーンズテーブル 2

5 丸テーブル 2

6 ウェーブベンチ 2

7 記載台 1

8 案内サイン 3

5階 7 記載台 1

8 案内サイン 3

6階 6 ウェーブベンチ 1

8 案内サイン 4

【請負者】　釧路建具家具生産協同組合

　[No.1][No.2][No.4][No.5][No.6][No.7]　…　丸善木材(株)製作

　[No.3]　…　アイアン家具のウイング×釧路工業技術C（道工試・(株)マタギ）製作

　[No.8]　…　北海ハウス(株)製作

※玉垣木工(株)は、6階の「釧路文学館」に関わる内装工事を受注

No.1 No.2

No.4 No.5 No.8

No.6
No.3 各イス拡大

No.3 No.7

平成29年度事業報告【資料１】
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釧路森林資源活⽤円卓会議 プレスリリース 平成 30 年 1 ⽉ 31 ⽇ 

釧路市こども遊学館にて「⼤⼈の⽊育教室」を開催 
〜⼦育て世代を中⼼とした⼤⼈向け⽊育イベント
【概 要】 

くしろ⽊づなプロジェクトでは、地元産⽊材の利⽤や⽊育の普及啓発を⽬
的として、⼤⼈向け⽊育教室「おとなのための KARABACO（カラ箱）」を開
催いたしました。  

■⽇ 時 平成 30 年 1 ⽉ 30 ⽇（⽕）10:00〜12:00

■場 所 釧路市こども遊学館（釧路市幸町 10 丁⽬ 2）

【実施内容】 
 「⽊育」とは⼦どもをはじめとするすべての⼈が「⽊とふれあい、⽊に学び、⽊と
⽣きる」取組のことを⾔います。くしろ⽊づなプロジェクトとしまして、今までにも
様々な⽊育教室を開催し、⽊を⾝近に使っていくことを通じて、⼈と⽊や森との
関わりを主体的に考えられる豊かな⼼を育んでもらえる様、⼦どもや親⼦を対
象の中⼼として、今⽇まで活動を⾏ってきました。 

 今回は従前の「⼦どもや親⼦」を対象の中⼼とするのではなく、「⼦育て世代
を中⼼とした⼤⼈」を対象の中⼼として⽊育教室を開催したいと考え、釧路市
こども遊学館へご依頼し、⼤⼈向け⽊育教室「おとなのための KARABACO
（カラ箱）」を開催させていただきました。 

 釧路市の森林や林業・⽊材産業に関する説明をした後、北海道の森林資
源構成の中⼼である「カラマツ」と「トドマツ」の違いについて講義をさせていただき
ました。その後メインとなる釧路のカラマツ材を使⽤したフリーボックス（カラ箱）
製作を実施。計１５枚の板から構成されるカラ箱を２箱製作するため「やすり
がけ」「塗装」「組⽴て」の順に作業を実施していただきました。 

 「楽しく作業をすることが出来た」「⽊の⾹りや感触が良かった」など参加者から
好評の声をいただくことができました。 

この⽊育教室では１２名の参加をいただき、キャンセル待ちの⽅もおられたと
聞いております。今後もこのような⼤⼈を中⼼とした⽊育イベントも企画出来れ
ばと考えております。 

＜事務局＞釧路市産業振興部農林課
085-0805 
釧路市⿊⾦町 7 丁⽬ 5  
http://www.city.kushiro.lg.jp/sangyo
u/nourin/ringyou/tiiki/cat00000886.
html 

くしろ「⽊づな」プロジェクト

＜釧路森林資源活⽤円卓会議＞ 
釧路市は、平成 17 年の 3 市町合併により、森林⾯積は約 10 万 ha（全道の市で 1 位）。 

まさに釧路市は「森林都市」。 
 「釧路市有林をはじめとした釧路市内の森林資源の活⽤策を検討」するため、釧路の⽊を取り巻く様々
な関係者が参画する「釧路森林資源活⽤円卓会議」を平成 22 年 11 ⽉設置しました。 

これまで、地域材利⽤拡⼤にあたり、その課題解決のため「くしろ⽊づなプロジェクト」を実施しています。 

釧路市産業振興部農林課
（担当）渡辺 ⼤樹

TEL：0154-31-2552
FAX：0154-31-2553

▲（上）⽊⼯作品づくり体験
（下）製作する拍⼦⽊（加⼯前） 



平成30 年度事業計画【資料３】 

○森林環境税とは（平成３０年度税制改正大綱より）

・創設の目的 

森林環境税は国税とし、都市・地方を通じて、国民一人一人が等しく負担を

分かち合って、国民皆で、温室効果ガス吸収源等としての重要な役割を担う森

林を支える仕組み。 

・徴収方法等 

個人住民税均等割の枠組を活用し、市町村が個人住民税均等割と合わせて賦

課徴収を行う。（中略）平成３６年度からから課税する。税率は新たな森林管理

制度の施行後において追加的に必要となる需要量や国民の負担感等を勘案し、

年額１，０００円とする。 

・使途等 

森林環境譲与税については法令上使途を定め、市町村が行う間伐や人材育

成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進に関

する費用並びに都道府県が行う市町村による森林整備に対する支援等に関する

費用に充てなければならない。 

 新たな森林管理制度の施行と合わせ森林環境譲与税の譲与は平成３１年から

行う。 

※新たな森林管理制度・・・「森林経営管理法」により規定される。（6/1 公布） 

○森林環境税及び森林環境譲与税額

森林環境税の総額はおよそ６００億円。次の配分要素を基に、都道府県及び

市町村に分配する。 

市町村及び都道府県への配分要素 

・私有林人工林面積 ５０％（林野率 85%以上は 1.5 倍 75%以上は 1.3 倍） 

※釧路市 74% 

・林業就業者数 ２０％ 

・人工 ３０％ 

※参考資料（道内人口上位市・森林面積上位市町村・釧路管内対比） 

別紙１ 森林環境譲与税配分試算 

別紙２ 森林環境譲与税配分要素 



（単位：百万円）

H31～H33 H34～H36 H37～H40 H41～H44 H45以降
釧路市 27.4 19.2 9.9 12.1 41.1

札幌市 94.7 5.0 110.3 26.7 142.0
旭川市 32.7 9.6 19.4 20.0 49.0
函館市 21.1 8.7 15.0 7.9 31.7
釧路市 27.4 19.2 9.9 12.1 41.1
苫小牧市 15.9 7.3 9.8 6.8 23.9
帯広市 15.7 2.0 9.5 12.1 23.6
小樽市 7.8 4.2 6.8 0.7 11.7
北見市 36.4 28.5 6.8 19.3 54.6
江別市 6.2 0.3 6.8 2.2 9.3
千歳市 5.7 1.6 5.5 1.6 8.6

遠軽町 13.0 15.8 1.2 2.5 19.5
足寄町 20.5 18.7 0.4 11.6 30.7
釧路市 27.4 19.2 9.9 12.1 41.1
上川町 3.3 2.1 0.2 2.6 5.0
新ひだか町 12.7 11.0 1.3 6.8 19.1
北見市 36.4 28.5 6.8 19.3 54.6
新得町 7.9 6.5 0.4 5.1 11.9
枝幸町 21.8 25.9 0.5 6.3 32.7
士別市 11.0 9.6 1.1 5.9 16.6
日高町 8.1 8.0 0.7 3.5 12.2

釧路町 6.2 5.6 1.1 2.6 9.3
厚岸町 7.5 7.1 0.6 3.6 11.3
浜中町 2.5 3.0 0.3 0.4 3.7
標茶町 15.2 17.7 0.4 4.6 22.7
弟子屈町 8.7 7.1 0.4 5.5 13.0
鶴居村 8.0 10.5 0.1 1.3 12.0
白糠町 9.0 7.4 0.5 5.7 13.5

（農林課試算）

森林環境譲与税配分額

道
内
人
口
上
位
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村
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平成30 年度事業計画【資料３】（別紙１） 



林野率 総面積(ha) 森林面積(ha) 私有林人工林(ha) 従事者数 人口
北海道 66% 8,342,382 5,539,187 540,412 6,725 5,370,807
釧路市 74% 136,290 100,640 10,654 160 173,135
道内ｼｪｱ 1.63% 1.82% 1.97% 2.38% 3.22%

人口上位 林野率 総面積(ha) 森林面積(ha) 私有林人工林(ha) 従事者数 人口
1 札幌市 63% 112,126 71,180 2,789 354 1,947,494
2 旭川市 53% 74,766 39,992 5,323 265 342,848
3 函館市 78% 67,787 53,147 4,845 105 265,503
4 釧路市 74% 136,290 100,640 10,654 160 174,518
5 苫小牧市 59% 56,157 33,274 4,057 90 173,135
6 帯広市 42% 61,934 25,705 1,126 160 168,096
7 小樽市 66% 24,383 16,119 2,307 9 120,769
8 北見市 66% 142,741 94,569 15,819 256 119,978
9 江別市 11% 18,738 2,005 194 29 119,182
10 千歳市 54% 59,450 32,024 865 21 96,428

森林面積上位 林野率 総面積(ha) 森林面積(ha) 私有林人工林(ha) 従事者数 人口
1 遠軽町 88% 133,245 117,129 8,789 33 20,717
2 足寄町 83% 140,804 116,324 10,386 154 7,139
3 釧路市 74% 136,290 100,640 10,654 160 174,518
4 上川町 94% 104,947 99,132 1,175 35 3,789
5 新ひだか町 84% 114,755 96,270 6,081 90 23,425
6 北見市 66% 142,741 94,569 15,819 256 119,978
7 新得町 88% 106,383 93,698 3,596 67 6,309
8 枝幸町 81% 111,593 90,725 14,353 84 8,473
9 士別市 74% 111,922 83,186 5,315 78 19,699
10 日高町 81% 99,211 80,817 4,422 47 12,531

釧路管内町村 林野率 総面積(ha) 森林面積(ha) 私有林人工林(ha) 従事者数 人口
釧路市 74% 136,290 100,640 10,654 160 174,518
釧路町 73% 25,266 18,515 3,121 34 19,971
厚岸町 57% 73,926 42,426 3,945 48 9,837
浜中町 38% 42,363 16,133 1,647 5 6,101
標茶町 60% 100,937 60,294 9,817 61 7,821
弟子屈町 68% 77,433 52,299 3,921 73 7,607
鶴居村 64% 57,180 36,782 5,845 17 2,525
白糠町 83% 77,313 63,948 4,106 75 8,215

林野率 森林面積÷総面積　　75%以上で加算措置　農林課調べ
総面積(ha) 北海道統計資料
森林面積(ha) 平成28年度北海道林業統計　（H30.2）
私有林人工林(ha) 平成28年度北海道林業統計　（H30.2）
従事者数 平成27年度国勢調査（H30.2)
人口 北海道統計資料

森林環境譲与税積算要素比較

平成30 年度事業計画【資料３】（別紙２） 



北海道 道内シェア 5,539,187 北海道 道内シェア 540,412 北海道 道内シェア 6,725
1 遠軽町 2.1% 117,129 北見市 2.9% 15,568 札幌市 5.3% 354
2 足寄町 2.1% 116,324 紋別市 2.8% 15,348 旭川市 3.9% 265
3 釧路市 1.8% 100,640 枝幸町 2.7% 14,453 遠軽町 2.6% 178
4 上川町 1.8% 99,132 浦幌町 2.5% 13,365 帯広市 2.4% 160
5 新ひだか町 1.7% 96,270 釧路市 2.0% 10,618 釧路市 2.4% 160
6 北見市 1.7% 94,569 湧別町 1.9% 10,483 足寄町 2.3% 154
7 新得町 1.7% 93,698 足寄町 1.9% 10,270 美幌町 2.1% 138
8 枝幸町 1.6% 90,725 標茶町 1.8% 9,877 紋別市 2.0% 137
9 士別市 1.5% 83,186 八雲町 1.7% 9,008 むかわ町 2.0% 133
10 日高町 1.5% 80,817 遠軽町 1.6% 8,771 幕別町 1.7% 112
11 八雲町 1.4% 80,232 美幌町 1.5% 8,218 函館市 1.6% 105
12 芦別市 1.4% 75,730 むかわ町 1.5% 7,859 八雲町 1.5% 103
13 札幌市 1.3% 71,180 池田町 1.4% 7,512 東川町 1.5% 103
14 夕張市 1.2% 69,181 名寄市 1.4% 7,412 陸別町 1.5% 100
15 滝上町 1.2% 68,627 美瑛町 1.3% 7,209 苫小牧市 1.3% 90
16 紋別市 1.2% 65,755 深川町 1.3% 7,053 新ひだか町 1.3% 90
17 白糠町 1.2% 63,948 蘭越町 1.3% 6,879 倶知安町 1.3% 86
18 幌加内村 1.1% 63,642 興部町 1.2% 6,682 枝幸町 1.2% 84
19 平取町 1.1% 62,654 平取町 1.2% 6,381 音更町 1.2% 82
20 津別町 1.1% 61,413 富良野市 1.1% 6,143 浦幌町 1.2% 81

森林面積(ha) 平成28年度北海道林業統計　（H30.2）
私有林人工林(ha) 平成28年度北海道林業統計　（H30.2）
従事者数 平成27年度国勢調査（H30.2)

森林環境譲与税積算要素比較

森林面積(ha) 私有林人工林面積(ha) 林業従事者数(ha)

平成30 年度事業計画【資料３】（別紙２） 



○市町村の取組

市では平成３０年度内に次の項目について実施する必要がある。

（基金の設置） 

・複数年度分の譲与税をまとめて執行することができる。 

・事業準備等の手続き上単年度で執行できない。 

といったことが想定されるため、市において基金を設置し、譲与税を受け入れ

る。 

 譲与は平成３１年度以降、毎年度９月と３月に譲与されることから、平成３

１年９月までの基金設置を目指す。 

（使途の設計） 

「譲与税は補助金と異なり市町村に一定の使途の裁量はあるが、法令で定める

目的財源であるため、法令の定める範囲で適切に執行される必要」 

市では平成３０年度中に使途を定め、事業の設計を行う必要がある。 

また、使途については公表の義務がある。 

 

 

 

 

 

【森林整備に係る費用】 

・新たな森林管理システム（所有者に代わって行う間伐・路網整備・間伐以外の山林整備・

それらに伴う意向調査や境界確定）に係る費用 

【森林整備の促進に係る費用】 

・人材育成、担い手の確保（市町村や林業事業体職員等の研修・林業就業者向け研修・安全

装備への支援） 

・木材利用の促進や普及啓発（公共建築物への木材利用・森林環境教育・木育・植樹活動） 

※地方財政措置がなされている事業の義務負担分は認められない（市有林整備） 

※市独自の上乗せ補助は事業量を確実に増加させる場合のみ可、既存事業の置き換えは不可 

※譲与税の使途については会計検査の対象 

平成30 年度事業計画【資料３】



○森林環境譲与税の譲与開始に向けた想定スケジュール

都道府県・市町村の動き 国の動き 

２
９
年
度

12 

1 

2 

3 

３
０
年
度

4  

5  

6  

7  

8 

9 

10 

11 

12 

1 

2 

3 

３
１
年
度

4 森林環境譲与税による取組開始 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

検討事項 
【市町村】 
・事業設計 
・実施体制 
【都道府県】 
・市町村説明会 
・事業設計 
・実施体制 
・市町村支援 

森林経営管理法案成立 

釧路市基金設置・予算成立（予定） 

31 年度税制改正大綱 
31 年度予算概算決定 

使途 予算事業化 

使途検討開始 

平成30 年度事業計画【資料３】



平成30年度事業計画【資料４】

○釧路合同企業説明会

・釧路合同企業説明会とは
 年２回開催される中途採⽤希望者を対象とした企業説明会

・⽬的
 林業・⽊材産業において、次代の担い⼿確保が必要であり、今までも担い⼿対策として⾼
校⽣を 対象としたイベントに出展してきたところ。今後は⾼校⽣を対象とした担い⼿対策
も継続しながら、即戦⼒として期待される中途採⽤希望者へも幅を広げ、林業の担い⼿を発
掘していきたい。

・説明会概要

・出展企業（平成３０年８⽉）

会場  釧路プリンスホテル

出展料  無料

主催  釧路市地域雇⽤創造協議会

対象  中途採⽤者（年齢制限なし）

開催
⽇程

 平成３０年８⽉１０⽇（⾦）確定
 平成３１年１⽉予定

協⼒
 釧路地域林業・⽊材産業担い⼿確保推進協議会（釧路総合振興局）
 釧路森林資源活⽤円卓会議

昨年度
実績

 出展企業数：４０社
 来場者数 ：４８名（内１１名採⽤）

会場設営時 説明会開催時

企業
 くしろ⻄森林組合
 丸善⽊材株式会社



平成30年度事業計画【資料４】



平成30年度事業報告【資料５】

・これまでの研修実績
研修名称
 育林・造林技術に関する講演会
研修内容
 森林総研北海道⽀所から佐々⽊⽒を講師に招き、「釧路地
区における育林・造林技術の⽅向性を考える」というテーマ
で講演会を開催。
研修名称
 林地未利⽤材集荷システム実証試験現地⾒学会
研修内容
 「くしろもうかる未利⽤材搬出研究会」にて、ハーベスタ
及びグラップル付フォワーダを活⽤した短幹集材システムを
採⽤し最⼩限の⼈⼯数を実現した施業現場の⾒学会を開催。
研修名称
 先進造林機械による再造林技術検討会
研修内容
 釧路市阿寒町国有林において「クラッシャによる地拵え作
業の実演」「⾃動植付機によるカラマツコンテナ苗植栽作業」
の現地検討会及び学識者による講演会を開催。

・平成３０年度の研修内容（案）
①⽊材を効率的に搬出するための路網整備

②森林施業の低コスト化・機械化

③造林作業の効率化・軽労化

④素材販売⾦額の向上

 ・売上げを最⼤化するための採材や効率的な⽊材搬出の検討

平
成
２６
年
度

平
成
２８
年
度

実現に向けた研修内容（案）

 ・地拵えや植栽の機械化やコンテナ苗の導⼊検討

○業界内のスキルアップを⽬的とした研修会の実施

平
成
２９
年
度

実現に向けた研修内容（案）

実現に向けた研修内容（案）

 ・釧路地域の森林を最⼤限活⽤するための資源管理の検討
 ・理想的な作業システムの検討（導⼊機械の違いによる⽬標⽣産量とコストの関係）
 ・先進機械導⼊事例の視察

実現に向けた研修内容（案）
 ・路網整備モデルの検討及び普及
 ・国、道、市、⺠有林における路網の作設状況を取りまとめ、効果的な路網配置と共⽤を検討



民間建築物への活用促進の取組 平成 30 年度事業計画【資料６】 

釧路地域においてＣＬＴ等を活用した民間建築物を推進する取組の提案 

■事業名 ＪＡＳ構造材個別実証支援事業（全木連公募） 

■事業の概要

建築事業者等が、非住宅建築物（公共建築物等における木材の利用促進に関する法律第 2条に定め

る建築物を除く）において、構造部分に JAS 構造材（機械等級区分構造用製材、枠組壁工法構造用製

材及び枠組壁工法構造用たて継ぎ材、又は直交集成板（CLT））を利用することを通じて、設計、調達、

施工時等における JAS 構造材の利用に関する課題の抽出、改善策の提案などを行う。 

■対象木材と助成金額

(1)構造用製材 （床面積 2,000 円/m2、1 百万円上限（500m2 相当）） 

・JAS 機械等級区分構造用製材 …道内では空知管内１社のみ 

・JAS２×４工法構造用製材 …管内に生産工場なし

(2)ＣＬＴ （対象木材使用量 150,000 円/m3、15 百万円上限（100m3 相当）） 

・道内ではオホーツク管内１社のみ

・管内でラミナ生産と CLT パネルのプレカット加工は可能 

■取組イメージ

■期待される効果

・新しい木構造資材を活用した建築実績を通じて、木造建築設計・施工の可能性が広がる。 

・新たな木材流通の構築、JAS 認定の追加取得による取扱品目の拡充など、木材産業の活性化につな

がる。 

■課題

・民間建築物での木材活用を主とした数少ない助成事業。来年度以降の助成事業の継続は不明。

・釧路地域に対象になり得る建築案件があるか。

・申請手続は対象物件の建築業者が行う必要があるため、当会メンバー（建築士等）の支援が必要。

製材

加工

施工

釧路地域の製材工場

無垢構造材 集成材ラミナ 

機械等級区分構造用製材 ＣＬＴ 

民間物件（店舗・飲食店など） 

オホーツク地域の生産工場空知地域の生産工場

対象物件の建築業者［事業主体］
基本設計

構造設計

少額… 

 上限額大きい！ 



翌年度以降の製品試作・展示ＰＲを見据えた事業展開の検討 平成 30 年度事業計画【資料７】 

①釧路産カラマツを活用した新しい家具や内装材の試作

②モデルルームの開設やイベントへの出展によるＰＲ の提案 

■事業名 Ａ材丸太を原材料とする構造材等の普及啓発事業（全木連公募） 

■事業の概要

Ａ材丸太*を原料とする付加価値の高い無垢製材品の利用拡大に向けて、工務店等と地域の林業・木

材加工業等の連携グループによる家づくりの普及啓発について、普及性・波及性の高いモデル的な取

組を支援。また、地域の林業・木材産業の発展に資する観点から、Ａ材丸太を原材料とする付加価値

の高い内装材、家具、建具等の普及啓発の取組も支援。 

（*：曲りのない通直な丸太。主に製材用。Ｂ材は合板用、Ｃ材はﾁｯﾌﾟ･ﾊﾞｲｵﾏｽ用） 

■助成金額と対象経費

１件当たり５００万円以内。

補助率は、助成金の額の範囲内で事業の実施に必要となる経費の定額を助成。

※対象経費…技術者給、賃金、謝金、旅費、需用費（原材料などの消耗品費、印刷製本費等）、役務費（普及宣伝費、

会場設営・撤去費等）、使用料及び賃借料 

■取組イメージ

①釧路産カラマツを活用した新しい家具や内装材の試作

②モデルルームの開設やイベントへの出展によるＰＲ

■期待される効果

・コンペの実施や試作検討の取組を通じて、様々な関係者の参画が期待できる。 

・モデルルームやオープンハウスの活用を通じて、住宅購入を考えている年齢層への訴求ができる。

■課題

・経理処理の対応が可能である団体が事業主体の要件（定款・銀行口座・予算書など）。

・工務店等によるモデルルームの開設やオープンハウスの実施に合わせて、取組を提案できないか。

・開発製品の加工から流通・販売を目指して連携した取組を構築できるか。

・過去数年、類似事業の公募が続いていることから、来年度以降の事業応募に向けて、今年度は実施

体制を構築するための準備期間として取り組む必要がある。

インテリアの

デザイン提案

道内外開催イベントへの出展 

メイドインくしろ、モクコレなど 

家ごとコーディネートした展示ＰＲ 

モデルルームの開設、オープンハウス など 

【製材・木材加工業者】 

・造作用無垢材 

・化粧合板 

・造作用集成材 

【建具・家具生産者】 

・提案内容の試作 

・試作品の評価 

など 

 

アイデアコンペの実施 

 建築設計者

 家具・建具技能者

 高専や技専の学生

 新規開発製品

 既存の製品

活用 



平成３０年度事業イベント等実施スケジュール

取組内容 場所 ※備考

上旬

中旬

下旬 木のおもちゃで遊ぼう！ 釧路こども遊学館 主催：釧路遊学館

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬 円卓会議総会

中旬

下旬

大人の木育教室（木工）

まちなかにぎわい広場 釧路市役所防災庁舎前広場 主催：NPO法人くしろ・わっと

中旬 8/10　釧路合同企業説明会 釧路プリンスホテル
主催：釧路市地域雇用創造協議会
共同出展：担い手協議会

下旬

上旬

中旬 釧路市小学校木育講座 市内小学校 主催：釧路総合振興局森林室

下旬 大人の木育教室（造材）

上旬

中旬 大人の木育教室（製材）

下旬 くしろ安心住まいフェア 釧路こども遊学館 主催：釧路総合振興局

上旬

中旬 木育・森づくりフェア イオンモール釧路昭和 主催：釧路町村会等

下旬 大人の木育教室（加工）

上旬 じもと×しごと発見フェア 国際交流センター
主催：北海道
共同出展：担い手協議会

中旬

下旬 大人の木育教室（まとめ）

上旬

中旬

KJCランド 釧路短期大学 主催：釧路短期大学

釧路合同企業説明会 釧路プリンスホテル
主催：釧路市地域雇用創造協議会
共同出展：担い手協議会

上旬 2/2～3 メイド・イン・くしろ 国際交流センター 主催：釧路地域工業振興協会

中旬

下旬

上旬

中旬 新規高等学校卒業予定者企業説明会 国際交流センター
主催：教育局等
共同出展：担い手協議会

下旬

８月

１月

下旬

月日

４月

５月

６月

７月

上旬

３月

９月

１０月

１１月

１２月

２月

平成30年度事業計画【資料８】


	③-①【資料１ー１】180214_【PR】釧路市中央図書館什器(元データ)
	③-②【資料１ー２】釧路市新図書館／地域材什器納入一覧
	③-③【資料２】大人の木育教室（元データ）
	③-⑤【資料３】森林環境譲与税の使途検討（07041056更新）
	③-⑥【資料４－１】釧路合同企業説明会
	③-⑦【資料４ー２】釧路合同企業説明会
	③-⑧【資料５】業界内のスキルアップを目的とした研修会の実施
	③-⑧【資料６】民間建築物への活用促進の取組
	③-⑨【資料７】翌年度以降の製品試作・展示ＰＲを見据えた事業展開の検討
	③-⑩【資料８】Ｈ３０事業イベント等実施スケジュール



